天文同好会観測部月報 by unknown
Title天文同好會觀測部月報
Author(s)

























































下　保　　茂　1札　　　幌　　　市 1：3 582分 65
天野　吉　郎　1函　　　舘　　　市 11 355 47
八　幡　修　一　；長野縣干野村西堀 4 380 70
廣瀬永漂郎　．岐阜縣美濃町 1 35 6
村上庫二郎　i京都府綾部町 1 35 14
武生佐七郎沃　　阪　市 4 120 5
森　下　　功　：廣　　　島　　市 5 510 94
置1　　　田　　　　　辰　　11意　　口　　県系　　・小　　郡 3i］92 20
田　端　　實　i窒　潜　桃　園　街 ・1 295 39
　此外に東京市の稻垣武五氏より火球の報告があった．
　　　　　　　　　　　獅子座流星弾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1931，　11，　25）
　十一一一・月の獅子座流星群の温温は概大前後は晴天にめぐまれた爲，比較的よ
く観測された様である．未だ一部分の報告しか手に入らなV・が，それ等と自
分の十六日一二十一日の観測とから判臨すれば十八日早曉が最も多数の出現
を示した．一時間李均三十個位は観測されてるる．次は十七日，夏に十九日
といふ順であるが，貫の極大は日本時開の十七日午後であらうから大西洋航
行中の船上の観測者からは著しv・出現が見られたかも知れなv・．クロムメリ
ンの豫告はさすがによく満足されてみる・（小愼）
　獅子の流星は昨年の二倍位でせう一等以上のものが一時間に五ケ位であり
ペルセウスとほf同じ位です．大きなものが多い割には案外小さなものが少
くあります．明年は多V・事は確かでせうがNodeと合はない時聞に通ったら
多分■！〉　f・のニー三倍でないでせうか．小生は大したびっくりする様なShowe
は宛にしません．ペルセウスの1921年頃の最盛期より盛んには成りませうが，
爲眞はrradianから30。離れた所に一1Mのものが11emで何の痕跡も通しませ
んでした．たN“tradiant　pointを含んだfieldにpointしてやっと流星がとれ
る見込みがありませう，とても早く動くのであきません．（中村）
　1931年11，月25日
